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六
％
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根
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に
関
す
る
質
問
主
意
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四
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
米
国
主
催
気
候
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
菅
総
理
大
臣
は
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
長
期
目
標
と
整
合
的
で
、
野
心
的
な
目
標
と
し
て
、
我
が
国
が
、
二
〇
三
〇
年
度
に
お
い
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
二
〇
一

三
年
度
か
ら
の
四
十
六
％
削
減
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
た
。 

 

二
〇
一
五
年
に
我
が
国
が
提
出
し
た
Ｎ
Ｄ
Ｃ
（
国
が
決
定
す
る
貢
献
）
の
約
束
草
案
に
お
い
て
は
、
二
〇
三
〇
年
度
に
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
二
〇
一
三
年
度
比
二
十
六
％
削
減
す
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
十
六
％
削
減
と
い
う
水
準
は
、

現
行
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
整
合
的
に
、
技
術
的
制
約
、
コ
ス
ト
面
の
課
題
等
を
十
分
に
考
慮
し
た
裏
付
け
の
あ
る
数
字

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
の
委
員
会
質
疑
に
対
す
る
答
弁
で
は
、
今
回
の
四
十
六
％
と
い
う
新
た
な
目
標
に
つ
い
て
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調

査
会
、
中
央
環
境
審
議
会
、
産
業
構
造
審
議
会
の
合
同
会
合
等
の
議
論
を
踏
ま
え
、
四
月
二
十
二
日
の
地
球
温
暖
化
対
策
推
進

本
部
に
て
総
理
よ
り
表
明
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
な
ぜ
四
十
六
％
に
な
っ
た
の
か
、
具
体
的
な
積
み
上
げ
根
拠
が
示
さ

れ
て
い
な
い
。 

 

産
業
界
で
は
、
そ
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
懸
念
や
不
安
、
あ
る
い
は
産
業
変
革
へ
の
期
待
が
入
り
交
じ
っ
た
感
情
が
あ
る



 

２ 

 

も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
産
業
界
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 
Ｎ
Ｄ
Ｃ
で
は
、
二
十
六
％
と
い
う
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目
標
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
二
〇
一
三
年
度
比
で
、
我

が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
九
割
を
占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
二
酸
化
炭
素
を
▲
二
十
五
％
、
非
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
二

酸
化
炭
素
を
▲
六
・
七
％
、
メ
タ
ン
を
▲
十
二
・
三
％
、
一
酸
化
二
窒
素
を
▲
六
・
一
％
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
（
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ

カ
ー
ボ
ン
）
等
４
ガ
ス
の
排
出
量
を
▲
二
十
五
・
一
％
の
水
準
と
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
の
積
み
上
げ
の
基
礎

と
な
っ
た
対
策
・
施
策
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

今
回
、
目
標
が
四
十
六
％
と
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
目
標
数
値
に
つ
い
て
は
見
直
し
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る

が
、
現
在
ま
で
の
検
討
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。 

二 

Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
削
減
目
標
積
み
上
げ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
は
、
二
〇
三
〇
年
度
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
二
十
二
か
ら
二
十
四
％
程
度
、
原
子
力
二
十
か
ら
二
十
二
％
程
度
、
石
炭
二
十
六
％
程
度
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）

二
十
七
％
程
度
、
石
油
三
％
程
度
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

四
十
六
％
の
目
標
達
成
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で
は
、
石
炭
火
力
発
電
や
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
は
増
や
し
て

い
く
の
か
、
政
府
の
考
え
を
伺
う
。 
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な
お
、
本
質
問
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
（
気
候
変
動
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
の
事
務
局
団
体
で
あ
る
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
政
府
の
四

十
六
％
と
い
う
野
心
的
な
目
標
を
評
価
し
て
い
る
が
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
は
、
次
の
具
体
策
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
と
提

言
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。 

 

・
石
炭
火
力
を
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
全
廃
止
す
る
こ
と 

 

・
既
設
ガ
ス
火
力
の
稼
働
率
を
六
十
か
ら
七
十
％
程
度
に
あ
げ
る
こ
と
（
ガ
ス
火
力
発
電
所
の
新
設
な
し
） 

 

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
風
力
・
太
陽
光
）
の
電
力
比
率
を
約
五
十
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と 

 

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
二
十
一
・
五
％
減
（
二
〇
一
五
年
比
） 

 

・
原
発
は
稼
働
三
十
年
で
廃
止
、
稼
働
中
及
び
再
稼
働
が
見
込
ま
れ
て
い
る
原
発
の
み
想
定
し
、
二
〇
三
〇
年
に
は
約

二
％
、
二
〇
四
〇
年
ま
で
に
全
廃 

 
 

Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
二
〇
三
〇
年

に
二
〇
一
三
年
比
四
十
九
％
の
削
減
が
可
能
と
し
て
い
る
。 

三 

四
十
六
％
に
積
み
上
げ
の
不
足
分
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
政
府
の
野
心
的
な
政
策
目
標
と
推
測
す
る
が
、
不
足
分
は
四
十

六
％
の
う
ち
何
％
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
値
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
の
か
。 



 

４ 

 

 
右
質
問
す
る
。 


